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【研究方法】   
本研究は、2013 年 10 月に自記式調査票を用いた郵送法調査として実施した。対象は、
小樽市の住民基本台帳から 30～65 歳までの男性 1500 人を年代ごとに 500 人ずつ無作為
抽出した。調査票は、基本属性、生活習慣、睡眠習慣、Parental Bonding Instrument (PBI) 、
Social Readjustment Rating Scale (SRRS)、Self-report depression scale (CES-D)で構成
した。睡眠習慣は、厚生労働省の国民健康・栄養調査の睡眠に関する項目を参考に用いた。
PBI とは、18 歳までに受けた親の養育態度を評価する尺度である。Protection (親から受
ける生活の統制)と Care (親からの関心)の得点の高低により、親の養育態度を 4 つのタイ
プ(Optimal bonding; 適切, Affectionless control; 冷淡, Affectionate constraint; 過保護, 









対象者から回収された調査票は、400 通 (回収率 26.7％)であった。回答者の平均年齢±
標準偏差 (範囲)は、48.3±8.6 歳 (31～63 歳)であった。回答者を、PBI の結果を用いて父
母ごと 4 つの養育態度に分類し、睡眠障害との関連を検討した。父親の養育態度では、年
齢、CES-D、SRRS の得点を共変量として調整した結果、冷淡な養育と中途覚醒 (OR 2.93, 
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関する Care の低得点と行動を統制する Protection の高得点によって特徴づけられる。こ
の結果は、先行研究で示された同性の親から Care が低い養育を受けることが、壮年期の睡
眠の質を下げるという結果と整合していた。本研究は、児童期の養育と壮年期男性の睡眠
障害の関連性を示した有意義な論文であり博士号授与に値すると審査員全員から評価をい
ただいた。 
 
 
 
